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　「消費者が商品を買う際には，何か目的
があるはずである。つまり，消費者はやり
遂げたい“ジョブ”があり，そのジョブを
解決するために商品を“雇用”している」
と経営学者のクレイトン・クリステンセン
は語る。顧客の属性や製品の特徴ではなく，
“顧客が片づけたい用事”つまり“ジョブ”
こそが，商品を買うか買わないかの決定要
因であると，クリステンセンはジョブ理論
を提唱している1）。すなわち“ジョブ”とは，
ある特定の状況で人が成し遂げたい進歩
を指す。
　当院に，キヤノンメディカルシステムズ
社製高精細CT「Aquilion Precision」が
導入されて3年を迎えた。われわれにとっ
て，この装置で成し遂げたい“ジョブ”と
は何か─すなわち，どのような臨床的な
価値を提供できるのかについて問いを立て，
今までのCTにはない付加価値を探求して
きた。その取り組みとして，脳神経外科，
放射線診断科の医師らとともに研究を進め，
その成果を報告してきた2）～4）。この3年間，
臨床と研究の視点から本装置を活用する
中で気がついたことは，「私たちが欲しい
のは0.25mmスライス厚で撮れるCT装
置ではなく，手に取るようにわかるリアル
かつ正確な人体やデバイス構造の情報で
ある」ということである。
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　頸動脈ステント留置術（以下，CAS）
は，頸動脈狭窄の高リスク患者に対す
る頸動脈内膜剥離術（CEA）に代わる
治療法であり，その安全性と有効性は多
くの報告によって支持されている5）～8）。
しかし，CAS後2年以内に4～8%の患
者に再狭窄が起こることも報告されてい
る9），10）。
　一方，超音波と頸動脈CT angiogra-
phy（以下，CTA）は，CAS後の患者に
おける新生内膜形成の評価を行うため
の非侵襲的な画像診断法である11）～13）。
CTAのメリットは，頸動脈全体を可視
化でき，オペレータに依存しない方法で
あること14），また，ステント内腔の再狭
窄をイメージングすることが可能である
ことも報告されている12），13），15）。しかし，
従来のCTAにおけるステントから発生
するアーチファクトは，合金の種類，構
造などによってさまざまであり16），特に
コバルト系合金のステントでは強いアー
チファクトが発生し17），ステント内腔の
評価を困難にしていることは広く知られ
ている。
　われわれは，高精細CTでコバルト系
合金ステントを用いたCAS後の頸動脈
CTAを施行し，従来のCTAと比較し
て，ステント内腔を良好に評価すること
ができたことをcase seriesとして報告し
た 2）（図1～3）。高精細CTでmodel 
based i t era t ive recons truct i on
（MBIR）を活用することによって，ステ
ントや治療歯からのアーチファクトが劇

的に改善されることが示唆された。そし
て，CAS後の新生内膜形成や血管の開
存性を詳細に評価することが可能となっ
たほか，これらの革新的な技術により，
侵襲的なdigital subtraction angiogra-
phy（以下，DSA）検査が回避され，結
果として医療費削減に貢献することが期
待される。CAS後のフォローアップ検査
において，ステント内再狭窄や血管の開
存性を評価する上で，高精細CTは重
要な役割を果たすツールと考える。
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　DSAは，脳動脈瘤の確定診断のた
めのゴールドスタンダードである18），19）。
一方，CT装置の多列化に伴い高分解
能化が図られ，頭部CTAは脳動脈瘤の
検出と管理において，非侵襲的で信頼
性の高いツールとして広く知られるよう
になり20）～23），脳動脈瘤の画像診断にお
いて，従来のDSAに代わってCTAが
使用されるようになっている24）。
　また，DSAは脳動脈瘤クリッピング
術後の残存動脈瘤の有無の評価におい
てもゴールドスタンダードであるが，ク
リッピング術後評価におけるCTAの有
用性，そして，クリッピング術後の管理
において，CTAがDSAに取って代わる
ことができるとする報告もある25）～27）。
その一方で，脳動脈瘤クリップは金属
アーチファクトを誘発し，残存動脈瘤の
正確な評価を妨げる28），29）ことから，最
近のメタアナリシスでは，DSAは引き続
きゴールドスタンダードであるべきであ
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